むかし ある 国の 田舎に お金 持の 百姓が 住んで いまし 

ふとつ ちょ 

た。 百姓に は 兵隊の シ モン、 肥満の タラスに 馬鹿の 

イワンと いう 三人の 息子と、 つんぼで おしの マルタと 

いう 娘が ありました。 兵隊の シ モン は 王様の 家来に 

ふと つ ちょ 

なって 戦争に 行きました。 肥満の タラス は 町へ 出て 

商人に 〔# 底本で は 「に」 が 重複 U なりました。 馬鹿の ィ 

うち 

ワンと 妹の マルタ は、 家に 残って 背中が まがる ほどせ 

い 出して 働きました。 兵隊の シ モン は 高い 位と 広い 領 

地 を 得て、 王様のお 姫様 を お嫁さんに 貰いました。 お 



と 言いました。 が、 しかし タラス は 言いました。 

「イワンに 何が 入る ものです か、 あいつ は 馬鹿です、 

誰 だって 嫁に 来る ものはありません。 また あのお し 

だ つ て 何にもい リ はしません よご 

そして イワンに 向つ て、 

「おい イワン。 おれに 穀物 を 半分お くれよ。 おれ は 道 

具なん か 貰おうと は 思わない。 あの 葦毛の 馬 を 一 匹 貰 

おう。 あれ はお 前の 畑 仕事に はちつ と 不向きの よう だ 

ゝ ！ J o I 

力、 ら 」 

と 言いました。 イワン は 笑って、 

「何でも 入る だけ 持って行 くがいい。 私 はまた かせい 



と 三人の 小 悪魔 は 言いました。 

「じ や、 どんな 風に はじめる ご 

「わけはありません ご 

と 小 悪魔 は 言いました。 

「まず 第 一 にあい つ 等 を 一 文無しに してし まいます。 

ひときれ 

そして 一 片の パン も 無くなった 時分に みんな をお ち 合 

わせる ことにします。 そうすり やけん かする にき まつ 

て います ご 

「なるほど、 そいつ はいい 思いつき だ。 お前た ち も だ 

いぶ 仕事が うまくな つたよう だ。 じ や、 行って 来い。 

そして あい つ 等 を： i: たがいさせる まで は 決して 帰つ て 



なる ようにした。 あいつの よく はいよ いよ ひどくな つ 

て 行って、 何でも 見る ものごとに 買いた くなる ように 

仕向けて やった。 それで あいつ はあり 金 をす つかりつ 

かってし まい、 なおさ かんに 買い込んで いる。 もう 大 

へん 借金して 買って いる。 一週間 たっとかん じょうの 

日が 来る が、 その 前に、 おれ は あいつの 買い込んだ 品 

物 を、 すっかり だいなしに してや るんだ。 すると あい 

つ は 支払が 出来 なくなって、 親爺のと ころへ くる だろ 

うご 

「ところで、 お前の 方 はどう だ ご 

と 二人の 悪魔 は 第三の 悪魔 (イワンの 係) に 聞き まし 



は 止めない。 そこで おれ は あいつの 鋤 を 破して やった。 

うち 

ところが あいつ は 家へ 行って 別の を 持って来 てまた 鋤 

き はじめた。 おれ は 地面へ もぐり 込んで その 鋤 先を捉 

えた。 が、 鋤 先に はいい 捉え どころ がない。 あいつ は 

一 生けん めい 〔# 底本で は 「い」 が 重複〕 鋤へ 寄っかかる。 

おまけに 鋤 先 は 鋭く 切れる。 とうとう おれ は 手を切つ 

た。 あいつ は その 畑 を ほとんど 鋤いて しまって、 あと 

小さい 畝 一 つ 残した だけ だ。 兄弟た ち、 一 つ 手 を 貸し 

せっかく ほねおり 

に 来て くれ。 あいつの 始末 をつ けない と、 折角の 骨折 

も だいなし になって しまう。 もし あの 馬鹿が ああして 

畑の 仕事 をつ づけて 行く と、 あいつら は 困る という こ 



、k ヽ o i 

な レ 」 

と 考えました。 

イワン はやが て その 沼地へ 来ました。 草 はそう 茂つ 

てはいませんでした。 が、 鎌 は 思うよう に 動きません 

でした。 イワン はすつ かり 怒って しまって ある 限りの 

力 を こめて、 鎌 を ふり はじました。 小 悪魔 は 力負けし 

て、 もう とても 持ち こたえる ことが 出来 なくなり まし 

た。 いよいよ だめ だと 思った 小 悪魔 は、 くさむらの 中 

へよ ろけ こんで しまいました。 イワン は 鎌 を ふって そ 

のく さむら を 引つ 摑んで 刈りました ので、 小 悪魔 は そ 

のしつ ぼ を 半分 切り取られました。 イワン は 刈り取つ 



て、 しきりに 身 を もがいて、 のた くって います。 

「おやおや、 また 出て 来 やが つた ご 

「いや、 ちが うんです。 先 来たの は 私の 兄弟です。 私 

は あなたの 兄さんの シ モンに ついてい たんです ご 

と 小 悪魔 は 言いました。 

「ふん、 どいつ だって かま やしない。 お前 も 同じ 目に 

あわして やる の だ ご 

イワン は 小 悪魔 を 荷車へ たたきつけようと しました _ 

小 悪魔 は 叫びました。 

「ま、 待って 下さい。 二度と あなたの 邪魔 はいたし ま 

せん。 あなたの 言いなりに 何でもい たします ご 



「じ や、 何が 出来る ご 

「何でも あなたの お好きな ものから 兵隊 を こしらえる 

ことが 出来ます ご 

「兵隊 は 一 たい 何の 役に立つ の だ ご 

「何の 役に だってた ちます。 あなたが 命令 を 下し さえ 

すれば どんな ことで もします。」 

「じ や 唄が うたえる かいご 

「ええ 出来ます とも、 あなたが 命令な さリ さえ すれ 

ば ご 〔# 「。」」 は 底本で は 欠落〕 

「よしよ し、 じ や 一 つ こしらえて くれ ご 

すると 小 悪魔 は、 



「じ や、 その 麦束 を 一束 取って 地べたに つきたてて、 

こうおつ しゃれば いいのです。 〔# 「いいのです。」 は 底 

本で は 「いいので すご」 U 

麦束よ 麦束よ 

おれの 家来に 命い つける 

一 本 一 本の 麦藁から 

兵隊が 一 人ず つ 飛び出して 来い ご 

イワン は 麦束 を 取り上げて 地べ た へ 叩きつ ける と、 

小 悪魔の 言 つ た通リ やりました。 麦束が バ ラバ ラに解 

けて 落ちた かと 思う と、 藁が のこらず 兵隊に な つ て、 

ラッパ 吹き や、 太鼓 打ちまで そろって いました。 こう 



れを もとの 麦束に 返す 方法 を 教えて くれ。 おれ はこれ 

から 麦 を 落そうと 思つ てい るんだ ご 

そこで 小 悪魔 は 言いました。 

「それ はこうです。 

私の 家来に <§ い つける 

兵隊よ 兵隊よ、 

元の 藁に 飛んで かえれ ご 

イワンが こう 言う とまた 麦の 束に なりました。 そこ 

で 小 悪魔 はたの み 出しました。 

「どうぞ、 はなして 下さいよ ご 

イワン は、 



この 汗の 臭 つたら がまんが 出来ません ご 

そこで 肥満 の タラス は 言いました。 

「どうもお 前の 臭い は ひどすぎる。 外で 飯 を 食って く 

t な レ 力 」 

すると イワン は 言いました。 

「いいと も、 いいと も。 どのみ ち 私 は 馬の 世話 をし な 

くち やならん。 飼 葉 を 刈る 時刻 だからね ご 

五 

タラスの 係の 小 悪魔 も、 その 晚 手が 空いた ので、 約 



束 どお リイ ワンの 馬鹿 を 取っちめる ために、 仲間へ 手 

を かすつ もりで やって来ました。 彼 は 畑へ 行って さん 

ざん 仲間 を さがし ましたが、 一 人 もい ませんで した。 

ただ 一 つの 穴 を 見つけた だけでした。 彼 は 今度 は 牧場 

へ 行って 沼地で 小 悪魔の しつ ぼ 一 つ 見つけました。 そ 

して ライ麦の 刈 あとで も、 一 つの 穴 を 見つけました。 

「こり やきつと 仲間に よくない ことがあ つたに ちがい 

ヽ o | 

な I 」 

と 小 悪魔 は 考えました。 

「一 つ おれが 代って あの 馬鹿 を 取っちめ なくち やなら 

ない ぞご 



と イワン は 言いました。 そして、 棒で 木の 枝 を こじて、 

小 悪魔 を は 〔# 「を は」 は 底本で は 「は を 匕 なして や つ て、 

「じ や 行け、 神様が お前 をお 守り 下さる ように ご 

と 言いました。 

イワンが 神様の 名 を 口にする かしない かに、 小 悪魔 

は 水に 落した 石の ように、 地べたへ 消えて しまい まし 

〔# 「し」 は 底本で は 「ち 匕 た。 そして 後に は、 一 つ だけ 

小さい 穴が 残りました。 



ました。 あるおば あさん は、 人の 下にな つて、 つぶさ 

れ そうにな りました。 イワン は 大笑いし ました。 

「おやおや、 お前た ち は 馬鹿 だな あご 

と イワン は 言いました。 

「何 だってそう おばあさん を 押 すんだ。 静かに しろ、 

そしたら も つ とやる ご 

と 言いました。 そして また まきました。 人々 は イワン 

のぐ るリを 取りまい て 拾いました。 イワン は 持って い 

る だけ 金貨 をす つかり まいて やりました。 人々 はもつ 

とまけ と 言いました。 それで イワン は 言いました。 

「もう 何もない よ。 今 S またまい て やる。 さあ 踊ろう 



やがて イワン は (だれに も 来て はいけ ない といって) 

兵隊 を 麦打ち 場へ つれて 行きました。 そして またもと 

の 藁 束に かえて、 納屋の 中へ 入れて おきました。 

うち うまや 

それから イワン は 家へ 帰って、 廐の 中へ ころがつ 

てね てし まいました。 

七 

あくる 朝、 兵隊の シ モン は それ を 聞いて、 イワンの 

ところへ 出かけました。 

「おい、 お前 は あの 兵隊 を どこから つれて 来て、 どこ 



「どうして ご 

「ただ 持って行って しまったんだ。 ミカ エルの 娘は牝 

牛 を 一匹 もっていた。 その 家の 子供た ちはいつ も その 

乳 を 飲んで いた。 ところが この間 その子 供た ちがわし 

うち 

の 家へ やって来て、 乳 を くれと 言った。 で、 わし は 「お 

前ん との 牝牛 はどうし たんだ」 とた 〔# 底本で は 「た」 

ふとっちょ うち 

が 重複 r ずね た。 すると 「肥満の タラスの 家の 支配人 

が やって来て 金貨 を 三枚 出した。 するとお 母 は 牝牛 

を その 男に くれてし まった ので、 おれたちの 飲む もの 

が なくなった ご と 言った。 わし は あの 金貨 を 持って 

遊 ぶんだ とば かり 考え ていた。 とこ ろが お前 さ んはぁ 



しき い 

イワンが その 御殿の 閾 を またぐ かまた がな いうちに、 

お 姫様 はなおり ました。 

王様 は大 そう 喜んで、 イワン をお そば 近く 呼んで、 

大 へ ん 立派な 衣しよう を 着せました。 

「わしの 婿に なれ ご 

と 王様 はおつ しゃいました。 

「いいと も、 いいと も。」 

と イワン は 言いました。 

そこで イワン は、 お 姫様と 御 こんれい しました。 そ 

のうち 王様 は まもなくお かくれに なった ので、 イワン 

〔# 「ン」 は 底本で は 重複〕 は 王様に なりました。 こうし 



軍の 姿にば けて、 シ モンの 御殿への り 込みました。 

「シ モン 王様 ご 

と 年寄り の 悪魔 は 言 いました。 

「かねてお 勇ましい 御名 前 はよ く うけたまわつ ており 

わたくし 

ます。 つきまして、 私 も 兵の ことに ついては いろい 

ろと 心得て おります。 ぜひ あなたに 御 奉公 申し上げた 

いと 存じます ご 

と 言いました。 

シ モン 王 は、 いろいろ たずねて みました。 そして、 

かれが 役に たつこと がわかった ので、 そば 近く 置いて 

K うこと にしました。 



えてし まう 大砲です ご 

シ モン 王 はこ の 新し い 司令官の 言う y J とに 耳 を かた 

むけて、 国中の 若者 残らず を 兵隊に してし まい、 また 

新式の 銃 や 大砲 をつ くるた めに、 新しく たくさんの ェ 

場 をた てて、 それらの もの を こさえ させました。 やが 

て、 シ モン 王 は、 隣り の 国の 王に 戦 をし かけました。 

そして 敵の 軍隊に 出 あう やい なや、 シ モン 王 は 兵隊た 

あめあられ 

ちに 命令して 新しい 銃 や 大砲 を 雨霰 のように 打ち か 

けて、 またたく 間に 敵の 軍隊の 半分 を 打ち倒して しま 

いました。 そこで 隣の 国の 王 はふる え 上って 降参し、 

その 領地の すべて を 引き わたしました。 シ モン 王は大 



暮し はます ます ゆかいに なると いう もの だ ご 

と タラス 王 は 思いました。 

そこで タラス 王 は、 新しい 御殿 をた てること にし ま 

した。 かれは 掲示 を 出して、 材木 や 石材な ど を 買 入れ 

る ことから、 人夫 を 使う こと を ふれさせ、 何に よらず 

高い 価 を 払う ことにしました。 タラス 王 はこうし てお 

けば、 今までの ように 人民た ちが 先 を 争って 来る だろ 

う、 と 考えて いました。 ところが、 驚いた ことに は、 

材木 も 石材 も 人夫 もす つかりれ いの 商人のと ころへ 取 

られ てし まいました。 タラス 王 は 価 を 引き上げました _ 

すると 商人 は、 それよりも ずっと 上に つけました。 タ 



すると 使の もの は 帰って来て、 言いました。 

「黒貂の 皮 は 一 枚 も ございません。 あの 商人が すつ か 

リ 高価で 買い しめてし まって、 敷物 を こさえ てし まい 

ました ご 

タラス 王 は 今度 は 馬 を 買おうと 思って、 使 を やり ま 

した。 すると 使の 者が 帰って来て 言いました。 

「あの 商人が、 残らず 買って しまいました。 池に 満た 

す 水 を 運ばす ためで) J ざいます。」 

タラス 王の する こと は、 何もかも、 すっかり 止まつ 

てし まいました。 人民た ち は 誰 一人 タラス 王の 仕事 を 

しょうと はしませんでした。 毎日 せっせと 働いて、 例 



の 商人から 貰った 金 を、 王のと ころへ 持って来て 納め 

る だけでした。 こうして、 タラス 王 はしまい 切れない 

ほどの 金 を 集める こと は 出来 ましたが、 その 暮 しと 

いったら、 それ は みじめに なりました。 王 はもう いろ 

んな くわだて を やめて、 ただ 生きて 行ける だけで がま 

んす るよう になり ましたが、 やがて それ も 出来な くな 

ぎょしゃ 

りました。 すべてに 不自由し ました。 料理人 も、 馭者 

も、 召使 も、 家来 も、 一人々々 王 を 置き去り にして、 

れいの 商人のと ころへ 行って しまいました。 まもなく 

たべもの 

食物に もさし つかえる ようになりました。 巿 場へ 人 を 

やって みると、 何も 買う ものが ありませんでした。 I 



I つまり 例の 商人が 何もかも 買い占めて しまって、 人 

民た ち はた だ 税金 だけ 王のと ころへ 納めに 来る だけで 

した。 

タラス 王は大 へん 腹 を 立てて、 例の 商人 を 国より 外 

へ 追い出して しまいました。 ところが 商人 は、 国 ざ か 

いのす ぐ 近くへ 住まって、 やはり 前と 同じよう にやつ 

ています。 人民た ち は 金 欲し さに 王 をのけ 者に してし 

まって、 何でもす ベて 商人のと ころへ 持って行 つてし 

まいました。 

タラス はいよ いよ 困って しまいました。 何日 もの 間 

食べる ものが ありませんでした。 そしてう わさに 聞く 



「いいと も、 いいと も。 ならんで いい ご 

と イワン は 答えました。 

そこで 人民た ち は、 将軍のと ころへ 行って、 兵隊に 

なること を ことわりました。 年よ つた 悪魔 はこの 企て 

の 駄目な こと を 見て取りました。 そこで イワンの 国 を 

出て、 タラ カン 王のと ころへ 行って 言いました。 

「イワン 王と 戦 をして あの 国 を 取つ てし ま つて はいか 

がでしょう。 あの 国に は 金 はちつ ともありません が、 

うし-つま 

穀物で も 牛馬で も、 その他 何でも どつ さりあります ご 

そこで タラ カン 王 は 戦の したくに 取り かかり、 大へ 

んな 軍隊 を 集めて、 銃 や 大砲 をよう いする と、 イワン 



してし まえる ぞ。， - 

とひと りで 考えました。 

しかし 馬鹿 ども は、 金貨 を 手に入れる とすぐ、 それ 

を 女た ちに やって 首 飾に してし まいました。 娘た ち は 

それ をお さげの 中に つけて 飾りました。 そして 後に は 

おもちゃ 

子供た ちが、 往来の まん 中で、 玩具に して 遊び はじめ 

ました。 誰も かも 金貨 をた くさん 貰って 持って いまし 

た。 そこでもう 貰おうと する もの はなくな りました。 

けれども 立派な 紳士の 家 は、 半分 も 出来て はいない し、 

その 年 入用の 穀物 や 牛な どの 用意 も 出来て いませんで 

した。 そこで 働きに 来ても らいたい こと だの、 穀物 や 



としました。 けれども やはり 受取ろうと はしません。 

「そり や いらない。 だが、 お前さんが 『キリスト 様の 

御名に よって』 とおつ しゃるなら、 ちょっと 待ちな さ 

ひときれ 

れ、 家内に 話して 一片 貰って 上げましょう から ご 

と 言いました。 (『キリスト 様の 御名に よって』 という 

言葉 は 露西亜の 乞食 や 巡礼た ちが、 物 を 下さいと 言う 

前に 必ず 言う 言葉で、 「御 生です から」 とか、 「どうか 

お願いで すから」 といった 意味の 言葉です。) 

それ を 聞く と 悪魔 は 唾 を 吐いて 逃げ出しました。 キ 

ナイフ 

リストの 名 を 唱えたり 聞いたり する こと は、 小刀で 突 

き 倒される よりも 南く こたえる からでした。 



ん でしよう、 あの まま じ や 餓え 死んで しまいます ご 

イワン はじつ と 聞いて いました。 そして、 

「いいと も、 いいと も。 そり や、 みんなで 養って やる 

がいい。 牧羊 # のように 一軒一軒 かわり 番 こに 養って 

やる がいい ご 

ほ 力 

これより 外に 仕方が ありませんでした。 年よ つた 悪 

魔 は、 かわり 番 こに 家々 を 廻って 食事 を させても らう 

ようになりました。 

うち 

そのうちに 番が 来て、 イワンの 家へ 行く ことにな つ 

たので 年よ つた 悪魔 は 御馳走に なりに やって来ました。 

すると、 れいの 啞の 娘が 食事の 仕度 をして いると ころ 



イワン はび つくりし ました。 そして、 

「そうだと すり や、 なるほど 私ら を 馬鹿 だ と 言う の も 

も つ とも だ ご 

と 言いました。 

そこで 年よ つた 悪魔 は 言葉 を つづけて、 

「しかした だ 頭で 働く の はよう いじ やない。 おれの 手 

たべもの 

に 硬い ところがな いと 言って お前た ち はおれに 食物 を 

あてがわな いが、 頭で 働く こと は それよりも 百倍 もむ 

ず かしい と言う こと をち つ とも 知らない。 時と しちや 

全く 頭が さけて しまう こと も ある ご 

イワン は 深く 考え込み まし 〔# 「し」 は 底本で は 「じ 匕 



に は、 てっぺんにまで 登る ことの 出来る 階段が ついて 

いました。 イワン はすべ ての 人民た ちが 顔 をよ く 見る 

ことが 出来る ように、 その 立派な 紳士 を 塔の 上へ つれ 

て 行きました。 

そこで、 れいの 紳士 は、 塔の てつ ペンに 立って 演説 

をし はじめ、 人民た ち はかれ を 見ようと して 集まり ま 

した。 人民た ち はこの 紳士が 手 を 使わないで 頭で 働く 

方法 を 見せて くれる ものと 思って いました。 しかし、 

< らし 

かれは どうしたら 働かないで 生活 を 立てて 行ける かと 

いう こと を、 くりかえし くりかえし 話した だけでした。 

人民た ち は 何が何だか、 ちっとも わかりませんでした。 



つけました。 それ を 人民の 一人が 見つけて、 イワンの 

およめさんに 知らせました。 すると イワンの およめ さ 

んは、 野良に 出て いる イワンの ところへ、 かけつけ ま 

した。 

「来て ごらんなさい。 あの 紳士が 頭で 仕事 を やり はじ 

めた そうです から ご 

と イワンのお よめさん は 言いました。 

「ほう？ そリゃ ほんと かな ご 

と イワン は 言って、 馬 を 向け直して、 塔へ 行きました _ 

と マ J ろが イワ ンが塔 へ 行き つくまでに、 年よ つ た 悪魔 

はお 腹が 空いた のです つかり 元気 はなくな り、 ひよ ろ 



底本" 「小學 生 全集 第 十七 卷 外国 文藝 童話 集 上卷」 興 

文 社、 文藝春秋 社 
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ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「一層 ふいつそう か 知ら ふかしら 位 ふくらい 毎 

ふごと 此の— この 凡て i すべて 大分 ふだいぶ 

一寸 i ちょっと て 置 i てお て 見 ふて み て 貰 i て 

もら 何處丄 どこ どの 道丄 どのみ ち 中 々ふなかな 



か 殆ど 丄 ほとんど 先づ丄 まず 又 ふまた 迄 ふま 

で 間もなく 丄 まもなく 若し 丄 もし や 否や ふやい 

なや 私 i わし」 
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